
先週の説教要旨
「神が味方であるが故に」

（ローマ８：３１〜３９）
　聖書日課ではローマの信徒への手紙の御言葉と共
にヨハネによる福音書16章25〜33節が今日の御
言葉となっている。どちらの箇所にも非常に慰めに
満ちた言葉が記されていた。
　ヨハネによる福音書には「これらのことを話した
のは、あなたがたがわたしによって平和を得るため
である。あなたがたには世で苦難がある。しかし、
勇気を出しなさい。わたしは既に世に勝っている」
と、そして今日の聖書の御言葉には「もし神がわた
したちの味方であるならば、だれがわたしたちに敵
対できますか」「だれが、キリストの愛からわたした
ちを引き離すことができましょう」「どんな被造物も、
わたしたちの主キリスト・イエスによって示された
神の愛から、わたしたちを引き離すことはできない」
と記されていた。力強い神が我々の味方として共に
いてくださっているが故に、誰も我々に敵対するこ
となどできないとは、何と力強く、慰めに満ちた言
葉だろうか？
　聖書には、神が味方として共にいてくださることに
よって、慰められ励まされた者たちが数多く登場する。
弟殺しのカインは、自らの罪の重さに恐れおののく
が、神はそのカインのことをなお「守る」と約束さ
れ（創4：15）、兄から長子の特権をことごとく騙し
取ったヤコブも、怒る兄を恐れて荒れ野に逃げ出し、
孤立無援の内に恐れおののくところで、神から「見よ、
わたしはあなたと共にいる。あなたがどこへ行って
も、わたしはあなたを守り、必ずこの土地に連れ帰る。
わたしは、あなたに約束したことを果たすまで決し
て見捨てない」と告げられている（創28：15）。
　我々も、孤立無援の寂しさを味わったり、自らの
罪を思って打ちひしがれることがある。しかし、そ
れでも主は我々のことを、なお「わたしはあなたの
味方としてあなたと共にいる」「わたしは既に世に
勝っている」「なにものも私の愛とあなたを引き離す
ことはできない」と約束してくださるのだ。これら
の御言葉を心に深く刻んで、これからも希望と勇気
を持って歩んで行こう。
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　「常に主を覚えてあなたの道を歩け。そうすれば、

主はあなたの道筋をまっすぐにしてくださる。」　
（箴言 3 章 6 節）　

どなたにも開かれている定期集会
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牧　師 　 井 殿 　 準
	 　　協力牧師	  堂 本 陽 子
	 　　協力牧師	  井  東 　  炤
　　 〒 252-0312　相模原市南区相南 2-25-65
	 　　TEL. ０４２−７４２−１５９３
	 　　FAX.０４２−７４２−１３９３
　　 ホームページ：http://www.midorigaoka.jp
　　 郵便振替口座　日本基督教団翠ヶ丘教会　本会計
	 　　　　 ００２９０−４−８０７０７

＃ 3107　2024 年 5月 12日

礼拝式順序
（復活節第７主日）

	 	 	 　　司式者　井 殿 　 準
	 	 	 　　奏楽者　黒 田 理 佳
前　　奏	 	 	 	  奏 楽 者
招　　詞　詩編 105：1〜 4	 	  司 式 者
讃 美 歌　１４「たたえよ、王なるわれらの神を」	 一 　 同
聖　　書　	 	 	 	  司 式 者
	  　使徒言行録１：１〜１１ （新 P. 213）
祈　　祷	 	 	 	  　 〃
讃 美 歌　３３７「たたえよ、この日」	  一 　 同
説　　教　「そこにとどまる理由」	  司 式 者
祈　　祷	 	 	 	  　 〃
讃 美 歌　４４３「冠も天の座も」		  一 　 同
献　　金　	 	 	 	  　 〃
主の祈り　（９３－５－Ａ）	 	  　 〃
頌　　栄　２６「グロリア、グロリア、グロリア」	  　 〃
祝　　祷	 	 	 	  司 式 者

答　　唱　４０－６「アーメン」	 	  一 　 同
報　　告	 	 	 	  司 式 者
讃 美 歌　９１「神の恵みゆたかに受け」	  一 　 同

・当教会では讃美歌21と新共同訳聖書を使用しています。
　お持ちでない方は受付に常備されているものをご使用
　ください。
・立ち座りのご不自由な方はどうぞ着席のままお臨みく
　ださい。
・ＦＭ電波による補聴器が用意されています。受付に常
　備してありますのでご利用ください。
・マスクの着用は個人の判断にお任せいたします。ご心配
　な方はマスクを着用してください。


